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1 調査目的
　 2007年度屋久島フィールドワーク講座で人と自然班が取り組んだテーマは、屋久島の
永田小学校で平成 9年から行われている「かめんこ留学制度」である。永田集落は人口
552人の小さな集落で、麓からは標高 1886mの永田岳が望まれ、毎年夏にウミガメが産
卵に来る田舎浜、前浜、さらに子どもたちがハゼ釣りを楽しむ永田川など、山、海、川と
豊かな自然に囲まれた美しい集落である。しかし、過疎化の影響で年々子どもの数が減少
し、永田小学校も複式学級を導入せざるを得なくなっている。「かめんこ留学制度」は子
ども数の減少を解消する目的で始まり、11年間におよぶ実績をもつ。永田小学校ではク
ラスの半数近くの児童が毎年入れ替わる。また全国から様々な子どもたちが永田集落に留
学し、里親宅で生活しながら地元の子と一緒に遊んでいる。このような環境で育つ子ども
たちは何を考え、どこが違っているのだろうか。学校、里親、実施委員会、子どもたちと
いった 4つの立場の方々に「かめんこ留学制度」についてインタビューを行い、下記につ
いて調査した。

1. 「かめんこ留学制度」が行われるようになった理由や、どのような人々がこの制度
に関わっているのか、子どもたちは本制度の中でどのように育つか、本制度に関わ
る永田地区の人々が本制度を支える理由を探る。

2. 「かめんこ留学制度」を通し、過疎化、少子高齢化の問題に対して、永田地区の人々
がどのように向き合い、新たな道を模索しようとしているのかを探る。
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2 調査方法
2.1 聴き取り調査

　インタビュー前に丸橋先生がインフォーマントに実習の目的を伝え、面会の予約を行っ
た後、直接聴き取り調査を行った。一部の子どもたちや里親には面会予約なしで調査に
ご協力をいただいた。基本的には 4人、もしくは 2人一組でインタビューを行い、内容は
ノートに記録し、一部はMDレコーダーで記録した。スケジュールについては後述の活動
詳細記録を参照。インタビューの場所は学校、永田公民館、宮司商店、中地、インフォー
マントの御自宅等であった。聴き取り調査のインフォーマントと調査地の詳細は下記のと
おりである。

• 永田小学校の先生 (男性 1名、女性 3名)

• 実施委員会 (男性 5名、女性 2名、2時間)『永田公民館』
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• 里親 (女性 4名)『永田公民館』

• かめんこ留学が目的で子どもと一緒に移住している母親 (女性 2名) 『学校』

• 留学中、もしくは留学後に再訪した子どもたち (男性 3名)『学校』

• 地元の子どもたち (男性 3、女性 5名)『学校』

• 永田の住人 (男性 5名、女性 4名)『永田集落内、地域の方のお宅、』

　また、屋久島内の他の地域住民が永田について、どのようなイメージを持ち、かめんこ
留学についてどのくらい知っているかを知るために、宮之浦の図書館来訪者 1名と栗生小
学校の先生 1名にもインタビューを行った。

2.2 集落踏査など

　 30年前に作成された地図と航空写真を現在の地図と比較し、永田集落の地理を把握し
た。また、集落を徒歩で視察し、集落ごとの特徴をインフォーマントからの情報を元に探
索した。また、永田小中学校の宮下校長先生のご好意により、孵化したアカウミガメの仔
を前浜から放流する活動に参加させていただいた。さらに、昔も今も子どもたちが遊ぶ永
田川や横河渓谷を視察し、私たちも実際に川遊びを体験した。

2.3 文献による調査

　かめんこ留学がどれくらい屋久島内で宣伝されているかについては、図書館で月報を元
に調査した。また、永田小学校の百年史など書物を参考にした (参考文献参照)。
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3 詳細活動記録
• 8月 21日 (火)

開校日。先生方の発表→名刺作成、永田に関する資料を読み、翌日のK.Oくん母子
へのインタビュー内容の準備
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• 8月 22日 (水)

8:00出発→ 9:30永田集落視察 (宮司商店にて奥さんと会話、小学校にて小学生とドッ
ヂボール後、永田の生活についてインタビュー)→ 14:00-16:00永田小学校校長室に
て、かめんこ留学生の受け入れ経験がある里親と同年代の子どもの立場からの経験
や考えについてK.Oくん (母子)に聴き取り調査→ 19:30-22:30永田公民館でかめん
こ留学実施委員会の方 (7名)にかめんこ留学制度の発足理由や過程、地域との関わ
り、永田の将来像について聞き取り調査

• 8月 23日 (木)

8:00出発→ 10:30-11:30宮下正剛校長先生に永田小学校の将来的な見通し、かめんこ
留学生受け入れによる児童の変化・成長、先生方の努力・取り組みについて聴き取り
調査→ 11:30-12:30中学生 6名にかめんこ留学生が来ることによる永田の子の変化、
およびかめんこ留学生に永田での生活の様子について聴き取り調査→ 14:00-15:00養
護の先生とK.Sさんに聴き取り調査養護の先生にはかめんこのことや永田の良さにつ
いて、K.Sさんにはかめんこ留学制度発足当初のことについて聞き取り調査→ 15;30-
17:00かめんこ留学生だった中学生 (2名)にどのようないきさつでかめんこ留学制度
に応募したか、永田で送った生活について聞き取り調査 (中学生 9名、小学生 3名、
幼児 1名。また、かめんこか地元の子かで分類すると、かめんこ 2名、元かめんこ 2
名、地元の子 7名、地区外から遊びに来ている子 2名)→ 19:30-21:30里親 (4名・全
員年齢は特定できないが、40代から 50代・4名とも女性)にかめんこ留学生を受け
入れたきっかけや里親という立場ならではの苦労、かめんこ留学生との思い出につ
いて聞き取り調査

• 8月 24日 (金)

9:00-10:00研修室にて前日のインタビューのまとめ、質問内容の準備→ 10:00出発→
10:30区長さんと区内で会った方にインタビュー。区長さんには前日聞き残した永田
とかめんこ留学生との関わりと永田集落の将来的な見通しについて聴き取り調査→
13:30-15:00 K.Sさん (60代男性)に子ども時代の生活や教育について聴き取り調査→
15:00-17:00家族留学中の母親 2名 (30代 2名)に家族留学に至った理由や永田での生
活、永田と出身地との比較について聴き取り調査、移動図書館の方に移動図書館の
方に本を借りに来るかめんこの様子について聴き取り調査→ 20:00研修室にてチュー
ター発表→ 21:30発表用のまとめについて話し合い

• 8月 25日
8:00出発→島内修学旅行へ (西部林道で屋久島の森林区域の成立理由や屋久島の地史
について丸橋先生から講義を受ける。半山地区にて人家跡・炭焼き跡を見学、サル
班・シカ班の活動を見学、2車線区域で照葉樹林の垂直分布と道路開発について丸橋
先生から講義を受ける。大川の滝を経て栗生まで)→ 15:00-17:00栗生小学校で留末
優一校長校長先生に栗生で行っている「まんてん留学」についてお話をうかがう→
19:00-20:00研修室にて上屋久町農林水産課・村田豊昭さんの講演会 (講演タイトル
「屋久島における獣害や獣害対策の現状」)→ 20:00チューター発表→ 21:30発表用の
まとめ作業

• 8月 26日 (日)

9:00-10:00研修室にて前日のインタビューのまとめ、質問内容の準備→ 10:00出発→
10:30永田出身の 2人 (K.Mさん、M.Hさん、50代女性)に子ども時代についてお話
を聞く→ 13:30永田地区を散策→ 15:00-16:00Y.Oさん (50代男性)に子ども時代につ
いて聴き取り調査→ 16:30横川渓谷視察→ 20:00研修室にてまとめ作業に入る

• .8月 27日 (月)

9:00研修室にて発表用 Power Point作成→ 15:30一湊のさばぶし工場 (馬場水産)見
学→ 17:00全体発表→ 19:00閉校式・打ち上げ
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• 8月 28日 (火)

宿泊所清掃、解散
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4 調査結果
4.1 文献調査による結果

4.1.1 全国の山村留学

　都市部の学校に通う子どもたちが一定期間、親元を離れて、地方の自然が豊かな小規模
校に通い、現地の子どもたちとともに生活するという形の山村留学は全国でも数多く行わ
れている。

1)山村留学の数

　財団法人育てる会発行の「全国の山村留学実態調査報告書」によると、平成 18年度に
おける全国の都道府県の山村留学の状況は次のようになっている。
都道府県 27道府県 (留学生受け入れ都道府県)

自治体 103市町村 (留学生受け入れ 93市町村、受け入れなし 10市町村)

小学校 127校 (留学生受け入れ 105校、受け入れなし 22校)

中学校 56校 (留学生受け入れ 47校、受け入れなし 9校)

小学生 522人
中学生 284人

2)形態

　山村留学の形態としては大きく分けて次の 4つに分類することができる。

1. 里親方式:地域の住民が里親になり、留学した子どもは家族の一員として暮らす。

2. 山村留学センター方式:地域に設置されている山村留学センターという寮施設で集団
生活を送り、そこから学校に通う。

3. 里親と山村留学センターを併用する方式:里親宅での生活と山村留学センターでの生
活を交互に繰り返す。
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4. 家族留学方式:家族ごと山村に引っ越してくる。家族と一緒に生活できるので、親元
から離れずに学校に通える。

3)目的

　いずれの山村留学も子どもたちに田舎の豊かな自然や温かな暮らしぶりを体験させるこ
とによって「生きる力」を育ててもらうことを目的としている。具体的には、親元から離
れて生活させることで自立を促す、集団生活の中で連帯感を養わせる、地元の様々な行事
に参加させて地域に愛着心を持ってもらう、などの事があげられる。また、過疎化の著し
い地域では、留学生を受け入れて児童の数を増やすことで、学校の廃校や複式学級といっ
た問題を解決しようという側面もある。

4)歴史

　 1976(昭和 51)年、(財)育てる会が長野県北安曇郡八坂村で教育実践活動としてはじめ
たのが初の事例である。育てる会は 1968(昭和 43)年から、主として夏・冬・春休みに、子
どもたちに八坂村の農家へのホームステイや野外活動をさせる取り組みを実施していた。
地域住民の参画を得ながら活動を推進するなど、当時としては他に例を見ない取り組み
だった。「体験」を重視する取り組みは、急速な都市化と社会の変化の中で大きな反響を
呼び、都市部から毎回たくさんの子どもたちが参加するようになった。やがて活動に参加
した子どもたちや保護者から、もっと長期間、山村で生活させ、できれば山村の学校に通
わせたいという声が上がり、1976年、9名の小中学生が八坂村に転入することになり、山
村留学制度が始まった。

5)全国的な問題点

1. 本来、山村留学は子どもたちに田舎の豊かな自然や文化を体験させ、心身ともに健
やかに育ってもらおうという教育実践活動だが、不登校や引きこもり、いじめなど
問題を抱えた子どものための療養を目的に山村留学を希望する親もおり、受け入れ
先との間で軋轢が生じる場合がある。

2. 最近では応募する児童が少なく、高齢化や心理的負担により里親の引き受け手がい
なくなるといった事が起きている。

3. 自治体の合併などにより、補助金の減額や打ち切りのケースがある。

4. 留学の成果が上がらず、児童数の減少に歯止めがかからなかったために実施校自体
が廃校に追い込まれてしまうケースもある。

6)全国的な成果

1. 留学生を受け入れることによって学校・地域の行事が活性化している。

2. 都会と田舎という異なった環境で育った子どもたちがお互いに交流できる。

3. 山村留学を経験した子どもの八割近くが留学してよかったと答えている。

4. 保護者からも人とのつきあい方を身につけた、心身ともにたくましくなった、子ど
もの成長の糧になったなどプラスの評価が多い。
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4.1.2 永田小学校の歴史

　永田小学校は 1876年 (明治 9年)に創立され、今年で創立 131年目の長い歴史のある地
域に根付いた学校である。創立当時は学校に通う子どもは少なく、富家の 10名の児童が
通学するのみであった。その後、学校に通う子どもたちは増加したが、卒業生数は昭和 45
年前後から急激に激減した (図 2)。島外への就職や進学により永田地区自体の人口が減少
し、それに伴い子どもの人口も減少した (図 1,2)。そこで永田地区は 1996年 (平成 8年)に
「かめんこ留学」という留学制度を企画し、翌 97年 (平成 9年)に第 1期生 8名を受け入れ
た。企画からわずか 1年という実行までの速さに永田の教育への熱意が表れている。実行
当時の背景として、当時の上屋久町長の柴八代志氏が永田出身であったことや、当時の永
田小学校校長の協力と受け入れる里親の存在、「愛郷無限」な集落の団結の強さがあげら
れる。それから毎年、島外からの子どもたちを受け入れ、永田小学校の教員と地域住人が
協力し合い、留学生も永田の子と同じように熱心に育てられている。
　永田地区について調査していくうちに、過去にも現在にも子どものため、地域のために
色々な人が携わっている事が分かった。その象徴のひとつが永田橋である。永田川で起き
た『7学童遭難事故』の後、児童が安全に通学できるようにと永田橋を架けた地元主体の
推進力と事故発生から橋の完成までに要した期間 (3ヶ月)は大変驚異的なものであった。
　永田の教育熱心な気風を表す別の事例としては、屋久島で最初の幼児学級が 1960年 (昭
和 35年)に永田小学校に創設されたことがあげられる。設立目的は永田の幼児の生活を
楽しく豊かにするためだった。学校の敷地内に作られた結果、幼児学級から小中学校まで
の子どもたちが自然と年下の子の面倒をみる環境が生まれた。少子化が問題になる現在、
子ども同士が様々な年齢の子どもと社会関係を発達させる場として、このような幼年学級
から中学校まで連続した社会・教育環境の重要性は高まっていると思われる。
　永田小学校のスローガンに「人の子も我が子も同じ永田の子」といわれるものがある。
今回 F.S.さんとのインタビューを通して、このスローガンができた時期や意味をうかが
うことができた。このスローガンは、昭和 52年に教育指導要領が改訂され「ゆとり教育」
という新しい方針のもと、学校も子どもたちの自主性とゆとりのある教育を地域ぐるみ、
PTAも含めて新しいものにして行こうという思いのもとで作られた。そして、この精神
は永田地区にいる全ての人々に受け継がれ、教育熱心な土地柄として息づいている。
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表 1 永田小学校の歴史

明治 9年 (1876) 永田簡易小学校創立島津藩の旧御倉跡を校舎に、富家の児童 10人前後が朝夕に
読者、習字の二科を講習する寺小屋みたいなものであった。教育に対する規定も
なく、父兄も教育の意義をつかめず

明治 12年 初めて正則小学校として旧御倉跡を学校敷地として板茸校舎を新築
明治 13年 7月 吉田小学校が永田小学校の分校となる
明治 20年 吉田分校が独立し、簡易科小学校になる。比較奨励試験制度 (各校から選ばれた

生徒が試験の成績を競って、上屋久町の一番優秀な生徒を決める試験)を設けて、
生徒が勉学に精進し、父兄も勉学の重要性を感じる

明治 25年 新教育令実施簡易科小学校を廃し、3年修行の尋常小学校を設ける。女子の就学
も見られるようになり、父兄も教育の意義をいくらか理解するようになる

明治 27年 4年の尋常小学校に増設
明治 30年 10月 9日 永田人民総会にて、学校改築の事を議し、工事係を選び、敷地を今の学校敷地で

ある下叶の地に選定
　　 10月 16日 初めて上屋久村各小学校連合屋久島 1周の修学旅行が行われた。16日当校出発、

18日宮之浦校庭に各学校集合、26日帰省
明治 32年 12月 校舎が新築落成
明治 34年 改正教育令実施従来義務教育 (尋常小学校)の修行年次 4年読方、綴方、書方を

併せて国語科尋常小学校が 2～4年の高等小学校を併置することができる尋常補
習科を廃し、2年修業の高等小学科を附設

明治 38年 向江地区の子は永田川を、船で渡って登校していた。そのため、河水の氾濫で学
校に来れない日や遅刻する日があるということが例年多い事は指摘されていた

明治 40年 2月 13日 7学童遭難
昼ごはんを食べるために帰宅の際、渡航沈没 7名の児童がなくなる

　　 2月 15日 16日 この惨事で、向江父兄は子弟の登校を忌むものが増え、向江に分校設置せんとの
議論が始まる。しかし、分校設置は簡単に許可される事ではないため、一切の費
用を永田が負担し、村事業で永田橋を架けることが決定

　　 3月 着工
　　 5月 16日 惨事から 3ヵ月後。異例の速さでも落成式となる。(木造)

明治 41年 小学校令の改正尋常小学校の修行年数 6年尋常小学校の教科に日本歴史、地理、
理科、図画、唱歌を追加。女子は裁縫必須。高等小学校の修行年数 2～3年よっ
て、当校は尋常小学校 6年、高等学校 2年とした

昭和 15年 永田区は上向江、中向江、下向江、上叶、下叶、新町、浜町の 7部落に区分と
規定

昭和 16年 国民学校令義務教育を初等科 6年、高等科 2年の 8年とする
昭和 22年 5月 1日 小学校令施行、永田小学校と改称
昭和 23年 7月 10日 永田小学校父母と教師の会の発足
昭和 35年 1月 27日 永田小学校幼児学級の創設
昭和 38年 4月 30日 創立以来初めて鹿児島へ修学旅行を実施
昭和 51年 5月 29日 創立百周年記念式典ならびに祝賀会挙行
昭和 57年 2月 永田橋完成 (現在のもの)

平成 9年 山村留学制度「かめんこ留学」の導入
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4.1.3 かめんこ留学制度の概要

　全国各地から広く留学生を募集し、親元を離れ、世界自然遺産屋久島の永田地区の里親
と生活し、豊かな自然とふれあい、様々な体験活動を通して心身ともにたくましい子ども
たちを育てる。期間は原則的に 1年間とする。形態は校区内に児童の保護者と同伴で居住
する家族留学と校区内の受け入れ保護者と生活する里親留学がある。

4.1.4 永田の子とかめんこ留学生の人数変化

　かめんこ留学生の人数は第 4期から 10人以上に増加した (図 3)。その後の人数変化はあ
まりみられないが、児童数に占める割合は大きくなっている。第 1期の時には 40人はいた
永田の子どもが、第 10期には 20人以下に半減し、留学生の割合は 3分の 1以上になった。
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4.1.5 かめんこ留学生の出身地

　かめんこ留学生の出身地で最も多いのが鹿児島県、その次に神奈川県、福岡県である。
他にも東京や大阪など、都市部出身者が多い。鹿児島近隣の県に偏ることなく、北海道か
ら沖縄まで広いことは、屋久島が全国的に知名度と人気が高いという理由によると思わ
れる。

　

4.2 インタビューの結果

4.2.1 実施委員会の話

1)かめんこ留学制度の理想について

　現在、全国で行われている山村留学は地域おこしや学校・集落の存続を目的としている
が、永田のかめんこ留学は一線を画す。100年前に永田川で起きた七学童が水難死した悲
惨な事故から、永田地域全体が資産をなげうって屋久島で初の木造橋 (永田橋)をかけて、
子どもたちのために安全な通学環境を作った歴史的実績がある。橋の建築は一般的には行
政が行うが、永田橋の建築は教育を大事にするために地域が行った。それと同様、近隣の
留学制度は行政主導であるのに対し、かめんこ留学制度は地域と学校が主導し、地域が
主体性をもっている。永田は『人の子もわが子も同じ永田の子』という精神で教育環境を
作り上げ、国の宝であり地域の宝でもある子どもを育ててきた教育的意識の高い地域であ
る。この留学制度は永田が人間性や社会に通じる子どもたちが育つ場であることを期待し
て行われている。
　“かめんこ”留学の名前の由来は、永田には 2000頭近いウミガメが上陸し、1頭あたり
100から 200個の卵を産み、孵化した子ガメは大海原にかえっていく。そして、永田に産
卵に帰ってくることから“かめんこ留学”と名づけられた。子供たちが永田で多くの経験
をして得た財産を体につんで、親元に帰った後も屋久島に帰ってきてほしいという願いが
込められている。
　かめんこ留学の当初の目標は、学校の活性化、PTAの活性化、地域の活性化であった。
児童数が激減すると複式学級になり先生の数も減り、PTA会員も減る。地域から子供の
声がしなくなる。地域の活性を図る一番手っ取り早い方法が留学制度である。永田 PTA
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会は『人の子もわが子も同じ永田の子』というキャッチフレーズのもとで活動を進めてき
た。まさにこれを実践していくために留学生をとれば、子供たちにも留学生にも地域にも
活性化を図れるのではないだろうか。また将来を見通した人口増をはかるために先進地
を見習って、家族留学も募集した。複式学級になることで授業が分かりにくくなることを
避けるために、特に 5、6年生の学級が単式になるように受け入れを絞ることも検討した。
また里親になるとPTAに参加するが、2月のジョギングのときにうどんのかたを 1000食
くらい作るんですけれども、小学校のPTAだけではとても対応できなかった。里親にな
ると PTA活動にも一緒に参加するので、小学校 PTAだけでは対応できなかった行事活
動 (2月のジョギング大会で配るのうどん 1000食作り等)でも人数を確保できた。この地
域の活性化や子供の声が聞こえるというのは嬉しい。

2)留学生の選び方と期待について

　平成 9年に事業を始め、平成 13年度から家族留学も受け入れた。現在 130名がかめん
こ留学を経験して巣立っていった。基本的には小学校 3年生以上で、中学生については小
学生の時にかめんこ留学を経験した者に限る。
　まず、子供を受け入れる前に実施委員会の全役員約 10名と学校の教員、PTA関係者で
面接を行う。そして里親と面接官が里親家庭との相性を考慮して決める。今年は 20名を
面接し、11名を受け入れた。受け入れ人数は永田の子どもの数とのバランスを考えてい
るが、将来永田の子が減少する一方で留学希望者が増加することになると、バランスを考
慮すると受け入れられない状況になる可能性がある。永田には幼児学級から小学校、中学
校までの一貫教育があり、小学生は幼児学級の子をいたわり、幼児学級の子は兄姉をみて
生活し、小学生は中学生の背中をみる生活の中で色々と学ぶ良さがある。これを絶対に崩
してほしくないという願いがある。昔のよるに 300名近い小学生がいる地域環境を取り戻
したい。この留学で来た約 140名の留学生が屋久島や永田を支える時代がきてほしい。

3)実親への対応について

　留学に来る背景は主に 3つに分けられる。親の都合で子どもを留学させる場合や、子ど
も自らが希望する場合、両親が屋久島好きで屋久島の自然を体験させたいという場合であ
る。留学生の中には大なり小なり問題を抱えている子もいる。夏休みで帰省した時に両親
と会っていない子もいた。子供は純粋で悪い子はいないが、大人の方が悪い。あくまでも
かめんこ留学というのは更生の場ではない。教育事情上、学校でできない躾は永田の大人
がする。それが『人の子もわが子も永田の子』という精神である。褒めるところは褒め、
長所を認めてあげる。そのため 1年経つと子供は涙して帰っていく。中には屋久島高校へ
の進学を希望し、実親の説得を頼む留学生もいる。教育の場として子どもたちがここで
育って本当に良かったと思えるのが永田である。

4)問題を抱えている可能性のある留学生を受け入れることについて

　いじめだけではなく、アレルギーなどの身体上の問題がここに来て改善されていく。普
通は出来の悪い子ほど親元から絶対離さないものと思うが、家族面など様々な問題を抱え
ている。実親が学校での子どもの行動を知らないことに驚かされる。永田の子供たちはい
じめの実態をあまり深く知らない純粋さがある。そのため、都会から来た子どもの陰のあ
る部分に振り回されたこともあった。
　アレルギーや喘息、おねしょがあるから駄目というのではなく、最初に打ち明けてもら
えれば、それを十分覚悟の上で受け入れられるかを里親に確認することができる。留学生
の規模が増えると一回の面接で分からず、問題を隠す親子も現れる。これは後で問題が表
面化したときに大変困り、トラブルの元になる。

5)子どもの成長について

　留学制度が始まってから 11年目になるが、永田の子には毎年新しい友達を受け入れ、
色々と教え、また都会の良いところを受け入れるという姿勢が十分できた時期に来てい
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る。大人の姿勢が言わずとも子供たちにちゃんと伝わっている。永田の子供たちは全員が
どんな場所に行っても全員が主役として堂々と振舞える。他所から来た子の方が大人数の
中の一人であったので、色んな場面に遭遇していない。そのような子どもが 11月の合同
発表会の頃には自分をはっきりと主張できるようになる。永田では授業では今までの何倍
も発表しなければならず、先生の目も自分に向いていると思わなければならなくなる。こ
のような事情が子どもたちの成長を促し、能力を発揮させる教育環境になると思う。
　ウミガメ研究を目的に来た留学生の場合は元気でたくましく、とても里親をしやすかっ
た。産卵ボランティアに参加するなどの目的を達成して研究発表をし、実親が目をみはる
ほど成長、自立した。ホームシックで苦しんでいる時に図画で教育長賞を取って喜び、結
局 3月まで乗り切った子もいた。受け入れ当初は夜に自動販売機の前で姿を見かけるなど
落ち着かず、勉強もみなについていけなかった子が見事に変わっていった例もある。大変
泣き虫な子が本で見た知恵と直接目にして体に触れた知恵とをぴたりと合わせて、山や
海、星などについて里親家族に話してくれた。夏休みに実親の元へ帰省すると、永田に再
び帰ってくるだろうかと色々と心配するが、ちゃんと帰ってくる。一年が行事などであっ
という間に終わってしまう。かめんこ留学生でなくなっても、また永田のもとに里親のと
ころに遊びに来る子も多い。

6)里親や PTA活動について

　PTA活動によって、学校での子供の姿がわかり、里親の役割がよく分かってくる。PTA
活動を理由に里親を辞退した人はいない。70歳過ぎても参加している里親もいるが、そ
の受け入れ留学生は大変礼儀正しい。その子を見る度に元気をもらえるこの留学制度は里
親に支えられているおかげで続けられる。北海道の網走での山村留学では、里親の高齢化
により継続ができなくなった。寄宿舎や寮という方法もあるが、里親であれば自分の子ど
もと同じように留学生と暮らし、遠出にも連れて行ける。
　歴代の実施委員会会長はボランティアで走り回り、必死で里親を探してきた。その積み
重ねで里親を申し出てくれる人が増えてきた。今年の永田では留学生の人数より里親希望
者の数が多かった。留学の成功を決めるのは、留学生と里親がうまくいくことが最も重要
である。複式の問題などがあっても、慎重に留学生を選び、場合によっては夏に一時的に
受け入れをして様子をみることもある。現在の会長学校が継続できなくなるという危機感
を肌で感じて自ら申し出て会長を引き受けたが、事務局スタッフは夜中に実親や里親から
の相談に対応するため、休みがあってないようなものである。だが、子どもたちが家の前
を通学するのを会長の 86歳になる義母が「力がもらえる」と言って泣いて喜ぶ。だから
集落から学校はなくしたくないという思いがある。

7)行政機関との関わりについて

　上屋久町は開始前の平成 8年度にパンフレットやポスター作って活動したときに直接関
わった。後はすべて永田の実施委員会が運営している。今年のポスターは教頭先生の手作
り。この地域主導が他の留学制度と異なっている。かめんこ留学生だけを特別扱いして上
屋久町町報に掲載することはなく、永田小中学校全体であれば取材に応じる姿勢をとって
いる。実施委員会は留学生受け入れ予算を行政に頼み、教育委員会に実親向けの季刊新聞
を持って行って状況を報告し、子どもが受賞した際にはお礼を言う。総会に教育委員を呼
んで概要を伝えるなどの働きかけをしている。そのためか行政が永田に気を使ってくれ
る。永田は行政を引っ張ってきた歴史がある。
　留学生の生活・教育費については、実親負担 4万円、上屋久町の予算から 3万円の補助
を受けている。そのため町の予算を島外から来た子どもに使い、永田だけがそれを支給さ
れることへの批判もある。経済効果は島外からの留学生受け入れの方があるが、かめんこ
留学制度は複式学級の解消によって教職員が増えることで地域や町に経済効果が及ぶと
いった財政面に注目したものではない。国や地域の宝である子供を育て上げる屋久島の永
田という里として、島外に出た子供たちがよりたくましくなった姿で再訪するのを期待す
る制度である。
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　将来的には、全国の人たちが自己負担で 7万円、極端に言えば 10万円でも永田小中学
校に入れたいと思う留学制度にもっていきたいと考えている。そのためにはより充実し
ていかなければならない。行政に頼らない永田の教育産業として 7万円は適切かについて
は、里親は足りているとも足りないとも言わない。よその子を預かるからお金を受け取る
というのではなく、里親は心で受け止めていると思う。

8)安全管理の取り組みについて

　かめんこ留学生であろうとなかろうと、子供にはいろんなことを経験させてやりたい。
しかし万全の安全対策をしてからでないと対応しきれない。実親と実施委員会の負担で保
険に加入し、何かあったときには保険の範囲内という契約がある。普段はみなが子どもに
声をかけ、地域ぐるみで子どもの行動に目を配り、居場所を把握し、危険な遊びはさせな
い。自然が豊かであるがゆえに危険なこともたくさんある。永田の子は親が自然に教える
ので、危険な場所を知っている。潮の満干を石の姿で判断し、潮の流れも知っている。川
や海は絶対に一人では行かず、行くなら親と一緒に行く。地域で教育ができているので、
子供たちは川と海には行かない。子どもが泳ぐプールでは必ずPTA2人が時間制で着く。
学校では海や川で泳いではいけないと言うが、その代わりに地域の子ども会や育成会が、
自然の環境の厳しさを子供たちが知る環境をつくる活動をしている。いかだ下りやハゼッ
ピ釣り大会も必ず大人がつき、子供だけにはしない。プールで競技を競わすだけではな
く、川で着衣泳をさせている。事故に遭遇したときに自分の命を守れるたくましい子供を
作ることがかめんこ留学制度本来の姿だと思っている。

9)家族留学できた実親の永田での生活について

　繰り返して家族留学に来る人や住み着いた人もいる。掃除や神社の境内の草引き、祭の
料理当番などの村の行事にも他の住民と同じように参加している。PTAの人々がなじめ
るように声をかけたり誘ってくれるので、なじめない実親はいない。問題は雇用の場が少
ないので父親が単身赴任になってしまうこと。家族留学者が豊かな経験を活かして、将来
里親になる時代が来るかもしれない。いずれは地域の学校や留学制度を支える家族になっ
てもらいたい。
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4.2.2 里親の話

里親の背景 (インフォーマントは全員女性、向江地区在住)
　T.H.さん:受け入れ人数 2名 (小学 5年生男児と 3年生男児)、受け入れ期間 3年。きっ
かけは実行委員の依頼による。高校生と中学生の実子の了解を得て一昨年 5年生男児を預
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かる。受け入れは 1年間の予定だったが、幼児学級勤務で小さい子に慣れているという理
由で再度要請を受けた。受験生である実子に了解を得て、今年で 2年目になる。初めて受
け入れた子が実親の事情により帰省後、本人の希望により母と弟を連れてきたこともあ
る。人様の子供を預かるのは責任があるため大変でもある。全国のあちこちに子どもが増
えてくという感じが良い。

• H.H.さん:小学 5年生から中学 3年生までの男児。受け入れ期間 6年。開始当初から
毎年依頼され、最初はしょうがないかなと預かった。小学校高学年時に預かってい
た子が継続を希望して実親を説得し、中学生になった現在も継続して預かっている。

• K.I.さん:受け入れ人数 2名 (5年生男女児各 1名)。きっかけはご主人が実行委員で、
開始初年度に里親役が足りなかったため、仕方なく不安もあったが預かった。当時、
娘さんは 6年生だった。今年で 2人目を受け入れ、義母と夫婦の 4人暮らし。

• M.S.さん:受け入れ人数 2名 (男女児各 1名)、受け入れ期間 4年。きっかけは 3期生
受け入れ依頼による。3年間男児を預かり、2、3年後の現在は女児を預かっている。

1)実の子どもの育て方との違い・共通点・関係

　自分の子どもは少しくらい放っておいても大丈夫であるが、かめんこ留学生はよそ様の
子なので夜 1人にはできない。子どもがいる日は時間が気になる。自分の子どもがいれば
同年代同士すぐ仲良くなるというメリットがある。実子が留学生の面倒を見て、かめんこ
留学生が実子を慕ってくれた。留学生に慣れている子どもなので思いやりが芽生え、お兄
ちゃんになってやるよと言うこともある。子どもは子どもについていく。近所に同級生な
どの友達がいないと、人に預けるところがない。実子とかめんこ留学生を分け隔てなく育
てるとうまくいく。実子もかめんこ留学生も常に平等に怒り、就寝時は実子と並んで寝る
ように留学生とも寝る。

2)実親との関係について

　実親と連絡は取るが、実親の方針による。よく電話をかけてくる実親もいれば、里親が
手紙を送るようにかめんこ留学生に促すこともあった。里心がつかないようにと実親が子
どもの不在時に電話をかけてくることもあった。いざ来てみたら登校拒否児で、親元に戻
したケースもあった。実親が留学を機に子どもの更正を期待する場合が多いが、それは間
違っている。「勉強させて下さい」と言う実親もいるが、勉強なら実親の元でもできるの
で屋久島に来た理由を問い質したくなる。留学生に屋久島の良いところを体験してほしい
が、実親が期待過剰の場合もある。一番大事な時期を見られなかった実親が、久々に再会
した子どもの予想外の成長ぶりを目にして感謝される。

3)かめんこ留学生活について

　食事をするときに夜は家族一緒に食べる。子どもに合わせて食物を用意することは特に
せず、永田の食物を食べさせる。好き嫌いは治る。初めは魚の骨などに抵抗するが、後に
食べられるようになる。就寝時間は遅くはなく、朝も留学生は自分で起きてくる。留学生
用の部屋は用意せず、寝る部屋と勉強するところを分けている。里親は隣で寝ている。ふ
すまを開けたら里親の部屋。実親も部屋についての希望はない。中学生くらいになっても
プライバシーはあまり気にしない。留学生の生活態度をみた実子に生活の改善や成長がみ
られ、友達ができる。
　向江地区では子どもが遊ぶ場所は家の周辺で、カニ釣りやボール遊びなど、学年問わず
遊んでいる。様々な年齢の子どもが自然に関わり合える社会環境が留学生にとっては新鮮
で嬉しさを実感するらしい。行事の中で好評なのはいかだで、キャンプなど何でもかめん
こ留学生は大好きではないだろうか。永田では親も行事に参加し、大声で頑張れと応援
する。子どもたちはきょとんとするが、自分も負けてはいけないと思い始め、1学期は遊
び半分でも 2学期以降は負けん気根性が出てくる。かめんこ留学が始まってから活気が出
た。夏休みに留学生が帰省してから子どもの姿を見ていない。
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　子どもの性格は最初から出る (特に男児)。北海道の子はすごく優しく、南の子は活発と
いう印象がある。北海道の子は屋久島の気候に慣れにくかった。両親の離婚による母子間
関係の問題などを抱えた留学生を預かった時には、里親夫婦で留学生と色々話し合った。
実母が子どもを大事に思っていることを留学生に分かってもらえた。その子は別れる時に
帰りたくないと言って泣いていた。
　みな永田は心の故郷と言って帰るときは泣く。毎年地元の子どもたちにも出会いがある。

4)里親としての感想

　子どもがそれぞれ全く違うので、里親という立場に慣れることはない。里親で集まって
情報を交換し、解決法を考える。里親を引き受ける際には不安がある。面接の時に問題点
は明示して欲しいのが本音である。留学させるためにはどんな嘘でもつこうとする姿勢
が悲しい。面接時に持病をなるべく隠そうと試みられ、引き受けた後に発覚することもあ
る。実親は「最近何年か出てないから大丈夫です」と言うが心配である。実親が怪我や病
気についての理解があると楽である。どの里親も預かった以上は真剣勝負で決して手は
抜かず、一年間後にちゃんとお返しする。子どもには手をあげずに話し合いをとことんす
る。言えばわかるので泣いても話し合う。
　今後も留学生を預かりたいが、できればかめんこ留学経験者が良い。新規の子は子ども
自身も実親も分からない事がある。中学生は反抗期で、一歩間違うと何が起こるかわから
ないので新規で預かるのは難しい。小学生の時に預かった子は実親も既知なので引き受け
られる。男性は永田の将来のために留学制度を推すが、実際に育てる女性としても複式学
級の解消に向けてがんばっていかなければという意志がある。

まとめ

　里親になるきっかけは実行委員会から頼
まれて承諾したという方が多い。実子の年
齢が近いと「子どもが子どもを育てる」こ
とがある。基本的に留学生と実子への対応
(例:しかる、ほめる)は変わらないようにし
ているが、やはりよそさまの子どもなので、
夜一人にできない、食事に気を配るなど気
を遣う面もある。子どもによって全く性格
も特性も違うため、里親の役割には慣れる
ことはない。実親が面接時に子どもの病気
(喘息など)や非行問題 (他動・不登校)を隠
しているケースが数例あり、受け入れ後に
発覚した。それでも子どもには罪はないの
で、精一杯の愛情を注ぐという里親の愛情
がインタビューを通して感じられた。勉強
のサポートは特別にはしないとのことで、
屋久島の良いところを体験してほしいと里
親たちは考えている。学業や屋久島の自然
体験に実親が期待過剰という例もあり、そ
の折り合いについて里親が悩むこともある。
実親とコンタクトは取るが、実親の意向に
より里心がつかないように手紙だけの人や、
頻繁に電話をかけてくる人などまちまちで
あった。かめんこ留学生は食生活やサンダ
ルを履く永田の文化に最初はとまどいなが

らも次第に慣れていく。かめんこ留学生は
永田をこころのふるさとと感じて、帰ると
きはみんな泣くという。かめんこたちは島
を巣立った後も、休みなどを利用して帰っ
てくる。最後に里親たちは「子どもたちが
荒れている、社会が荒れている」と言われ
がちだが、子どもは子どもであり、自分た
ちが子ども時代に経験したことをかめんこ
留学生にも経験してほしいと述べていた。
　かめんこ留学制度を支える実施委員会と
里親では意識は少し違うようである。実施
委員会が複式学級解消や少子化問題等の永
田の将来について考えているのに対して、
里親は留学生の視点に近いところに立って
いるようである。留学生の中には問題を抱
えて永田に来ている場合があり、その子と
共に問題に取り組む姿勢は、毎日寝食を共
にする生活が長期間続く里親だからこそで
きるのであろう。かめんこ留学制度を陰で
支えるのは里親の留学生への愛情であると
言っても過言ではない。インタビュー中の
ほほえましいエピソードや留学生の話をし
ているときの里親たちの温かいまなざしが、
かめんこ留学制度が 10年以上も続いている
所以ではないだろうかと感じられた。
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4.2.3 K.S.さん (60代男性、叶)のお話

K.S.さんが 2代目の里親実施委員会の会長であり、かめんこ留学生の受け入れ経験がある
との情報をいただいたため、インタビューをお願いした。
1)発足の経緯
　山村留学は留学生の尊重が筋だが、永田地区の現実問題として学校の児童数が減ってき
たため留学生を受け入れることで学校を維持できないか、というのが制度発足の理由だっ
た。また、留学生とその親が来ることによる人口増加にも期待している。本来なら地区が
主導すべきだが、当初は PTAを中心にかめんこ留学制度を行った。
2)発足当初の問題点

• 受け入れる学年と人数を決めていなかったため、永田の子どもと留学生の人数のバ
ランスが合わず、留学生が目立って永田色が失われる可能性があった。

• 運営側には、一人っ子の留学生の里親は同世代がいる家が適していると思われたが、必
ずしもそうではなく、開始数年後には子どもが成長した家庭への受け入れが始まった。

• 実親や里親との関係により、なじまない子どもが出てきた。この場合は実親と話し
合い、改善しない場合は親元に帰すことになった。

• 区や PTA等の受け入れ側における責任の所在を明確にする必要があった。
3)かめんこ留学生募集の広報活動
　西日本新聞社や教育委員会、鹿児島県内の学校を通じてかめんこ留学制度の広報活動を
行った。鹿児島県内の学校への広報は、他校も永田と同じ少子化問題を抱えている現状か
ら後に中止した。
4)行政への期待
　補助を出す行政ももう少し助言をしてもいいのではないかと思う。それが永田から屋久
島全体への山村留学制度へと発展するのではなかろうか。
5)留学生への期待
　かめんこ留学に来た子どもたちには、実親側の期待どおりに屋久島の自然を吸収できる
ように何でも与えたり、また単なる自然体験に終わらせるのではなく、ここで生活をして
ほしい。
まとめ
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　かめんこ留学は発足から 10年以上経過し
た現在、制度的に成熟し、全国から多数の
応募者が殺到する状況である。これだけ長
期間の継続実績があり、多くの留学生を支
援してきた制度を確立する過程で、熱心な
話し合いや試行錯誤による努力が営まれて
きた歴史的経緯の一端をK.S.さんの話から
お聴きすることができた。人数バランスの
問題やかめんこ留学生自身が抱える問題が
開始前に予想外であった理由は、少子化に

よる複式学級化を回避するためという目的
から、より多くの子どもたちが永田に来て
暮らしてほしいという将来への大きな期待
があったためと思われる。広報活動につい
ては、経験を元にして効率的に募集できる
ように改善されている。地元主導の留学制
度ではあるが、行政へも参加を呼びかける
ことで地域のみでなく屋久島全体での教育
活動という広く将来性のある視野がうかが
えた。
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4.2.4 永田小中学校校長宮下先生の話

1)永田の特徴

　『人の子も わが子も 同じ永田の子』というスローガンがあり、地域ぐるみで子どもた
ちを育てていこうという環境がある。家の子も隣の子もかめんこ留学生も、みんな同じ気
持ちで育てている。

2)子どもたちと学校や地域とのかかわり

　沖縄から北海道まで様々な出身の、言葉や生活様式、学校の様子が違う色々な感覚をも
つ子どもたちが約 150人ほど屋久島に来ている。地元の子どもたちは、経験や感覚の異な
る子どもたちから色々な事を吸収していく。留学生は毎年転入校し、顔ぶれも毎年違うの
で、良い部分も悪い部分も当然出てくる。受け入れ先の永田では良い点・悪い点を見極め
て皆で教育し、留学生や里親の悩みは当人達のみの問題とはせずに実施委員会や他の里
親、永田の住人も相談に参加する。学校も相談等を常時受け入れ、かめんこ留学の望まし
い姿を提示することが教育現場における大切な役割であると感じている。

3)永田の子の特徴

　純朴さや素朴さを感じさせられる。留学生を受け入れる環境で、外から来た子どもたち
と直接関わる中で学ぶ経験は、永田の子達にとってプラスになると思う。例えば不登校の
子がきた場合、自分達はどのように関わろうかと考えるようになる。留学生が来なければ
問題を考える機会もない。
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4)永田小学校・中学校の統廃合や複式学級の危険性などの現状下における、かめんこ留
学制度による改善と将来の見通しについて

　統廃合には町と区が携わっているが、意見は様々であっても、地域は地域で生かしてい
きたいという思いを持っている。学校としては、子どもたちが色々な関わりが持てるの
で、留学制度はある方が良い。地元主導で山村留学を行う地域は全国でも少ない。ほとん
どの山村留学活動は教育委員会が主導し、実施委員会も委員会内で会長を立てる。永田で
は地元住人で会長を立て、学校も一緒に入って進めている。この点が異質だが、屋久島と
鹿児島県にとって将来の展望が持てる制度でなくてはならないと思っているので、かめん
こ留学制度の継続を願っている。

5)学校が留学生に対して行っていることは？

　 1学期は学校での子どもの様子を把握し、地域の方や里親と話し合うことで、協力関係
を築いている。留学生は多くの学校行事を通して永田の子になるようだ。留学生を特別扱
いせず、永田の子と同じように接することが、かめんこ留学の特徴のひとつである。

6)複式学級への対応

　留学生は転入当初、複式学級に戸惑うが、地元の子達に教わりながら自分で勉強する体
制を作っていく。1学期で軌道に乗れば自主学習を続けられる。地元の子達も毎年教ねば
ならないので、しっかりしてくる。（注：複式学級とは、過疎地が学校の規模が小さいと
きに多く存在し、1学年 1クラスではなく 2学年で 1クラスにする。同じ教室で、学年別
に前と後ろに黒板を用意して、背中合わせに学習する学級のこと。）
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4.2.5 養護の先生の話 (20代女性)

　赴任されて 2年目で、かめんこ留学生や永田のすばらしさなど多くの話を語ってくだ
さった。
　子どもたちはみな純粋で素直である。人数が少ないので一人ひとりに目がいく。ひとり
で卒業するのと 2、3人で卒業するのでは子どもの将来が違ってくる。かめんこ留学生は
永田に自分たちの居場所を見つけている。4、5月はホームシックで保健室を訪れる子も
いる。都会に帰ったとき受験勉強や塾通いなどのせかせかした生活が嫌になる。かめんこ
留学生はみな屋久島と自然が大好きである。放課後や休みに学校で子どもたちが遊んで
いないと「あれ？」と不思議に思う。子どもたちは遠足後に疲れているときでも学校で遊
ぶ。夏休みなどで一時的に遊びに来た子も一緒になって学校で遊ぶ。
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　地元の人はみな親切で家族のような付き合いをしてくれる。道であったらお茶に誘われ
て必ず子どもたちの話になり、子どもへの熱い思いが話の中から伝わってくる。近所の人
が玄関先に野菜を置いていってくれる。地元の人には甘えてばかりで、永田での生活は本
当に贅沢と思う。都会では考えられないが、道端を 4歳ぐらいの子が一人で歩いているこ
とがある。それだけ地域の人たちが温かい目で見守っているのだろうと思う。
　学校の行事で地域のごみ拾い等があるが、地元の子どもたちは一言も「面倒くさい」と
か「嫌だ」などと口に出さず、むしろ率先してやっている。かめんこ留学生は最初は嫌そ
うにしても、地元の子どもたちの姿を見て同じように頑張るようになる。大人も同様で、
地元の人が行事を率先して手伝ってくれる。いかだレースでは何も頼まずとも川に入って
レースの監視役をしてくださった。運動会でも地元の方が面倒な係を快く引き受けてくだ
さった。
　永田は理想的な教育環境だと思う。永田を離任した先生方もみんな「永田はいいところ
だよ」とおっしゃっていた。

まとめ

　養護の先生の話からは地域と学校が密接
に結びついている様子がよく分かる。学校
は地域の協力でいろいろな行事をスムーズ
に行うことができ、地域も学校の行事に参
加することで、結びつきや協力の機会が与
えられ、大きく活性化されている。両者が
互いを補い合い、理想的な形で機能してい
る。こうした地域と学校との連携により子

どもたちは地域の中で安心してのびのびと
成長することが出来る。また、このように
学校が地域の人々と多く触れ合うことで子
どもたちは自分たちの地域の姿にじかに触
れる機会が増える。地域の人々が自分たち
の学校の行事に進んで協力する姿を見るこ
とは子どもたちに人間関係の大切さや助け
合いの精神を学ぶ機会を与えている。

4.2.6 子どもたちの話

　実際にかめんこ留学制度のなかで生活している子どもたちにもインタビューを行った。
かめんこ留学生たちは夏休みのためほとんどが帰省中で、なかなか会うことができなかっ
たが、合計 13人の子どもたちに質問をすることができた。内訳は中学生 9名、小学生 3
名、幼児 1名で、その内、かめんこ留学生 2名、元かめんこ留学生 2名、永田の子 7名、
永田外から祖父母のいる永田に来た子 2名であった。以下にインタビューの具体的な内容
を示す。

1)授業風景

　複式学級では教室の前後に黒板を二つ出して授業を二学年同時に行う。教師は一方の学
年を教えているときは、もう一方の学年に課題を出し、教室の前後を行ったり来たりして
授業を行う。子どもたちは次の学年は誰が担任になるか大体わかる。あの先生は、まだ若
いから 5、6年は荷が重いなどと話し合う。

2)子どもたちの行事参加

　子どもの数が少ないため、行事などで一人休むとみなに迷惑がかかって大変。かめんこ
留学生と永田の子の分け隔てはなく、各自が重要な役割を担わなければならない。6年生
はリーダー役で、6年生の数でチーム数が決まる。チームで競い合う行事では、みなが知
恵を出し合い、1年生のアイデアが採用されたときもあった。最もきつい行事は浜レース
で、砂に足を取られて 100m走るのにも苦労する。5,6年生はそれを 1kmも走らなければ
ならないが、みんな最後まで完走する。屋久島一周駅伝では先生が記録を更新したらごち
そうをおごるというのでみな張り切った。西部林道で女の子がサルに追いかけられたおか
げで、記録を大幅に更新した。駅伝での思い出のビデオは知り合いの元カメラマンの方に
編集してもらって、帰ってしまったかめんこ留学生にも送った。その子とは今でもよく電
話でやりとりをする。
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3)かめんこ留学生との関係

　かめんこ留生は全国から集まってくるので、各地の話が聞けておもしろい。永田の情報
はいつの間にか留学生を通じて、留学生の出身地にも伝わる。夏休みや春休みに帰省し
たかめんこ留学生が永田に遊びに来るときは、里親だった人の家に泊まり、以前と同じよ
うに地元の子と遊ぶ。永田の子もかめんこ留学生の実家に遊びに行ったことがある。留学
後、かめんこ留学生同士も連絡を取り合い、夏休みに永田に一緒に遊びに来る。また来
年の夏休みも永田に遊びに来たいと思っている。留学中の思い出は、雨が降ると外で遊ぶ
ことができず、することがなくて、とても暇だった。秘密基地を作った時は 3,4人の子ど
もたちだけで作っていたのが、次第に人数が増えて十数人になった。全く秘密ではなくな
り、最後には近くに住むおじさんに見つかって怒られ、壊されてしまった。

まとめ

　インタビューによる子どもたちの印象は、
みな純粋で素直な子である。これは他のイ
ンフォーマントの話でもしばしば聞かれた
言葉で、実際に子どもたちと話すことで改
めて実感した。話しぶりもしっかりとはき
はきしたもので、中にはこちらの言わんと
している質問内容をくみ取ってくれる子も
いた。男の子も女の子も大抵の子は日焼け
しており、外遊び中心の生活を送っている
ことが見て取れた。遊び場所としては学校
が中心になることが多いようである。人数
が少ないため、子どもたちは、お互い学校
に集まって遊んでいた。遊びの内容として
は野球やドッジボールなど集団での遊びが
見られた。また異年齢の子ども同士も自然
にうち解けていた。
　永田小学校では都会の小学校よりも行事
の数が多い。これは小規模校であるため、
各行事をスムーズに行える事や地域住民の
協力を得やすいなどの理由が考えられる。
一月の間に 8つの行事がある月もあり、永
田の子どもたちは意外に忙しい。こうした
行事は、永田地区の自然や地域の人々との
ふれあいを中心にしたものが多く、子ども
たちにとっては、いわば体験学習の場とも
いえる。行事に参加することで子どもたち
はお互いの仲を深め、地域への愛着心を育
んでいく。はじめはホームシックに陥りが
ちだった、かめんこ留学生たちも行事を通
して永田の子となじんでいくケースが多い
ようである。人数が少ないことも、かえって
こうした行事を体験学習の場としてより意
義深いものにしている。行事ではかめんこ
留学生と永田の子の区別なしに、各自が責
任を持って役割を果たさなければならない。
互いに教えあい、協力し合わなければ、少
人数で行事を行うことは不可能である。こ
うした中で子どもたちには自然と自立心や

自主性、社会性、他人を思いやる心といっ
たものが備わっていく。
　インタビューの内容から都市部の子ども
たちと永田の子どもたちとの交流という側
面も見て取れる。全国各地から来たかめん
こ留学生たちは、様々な社会的背景下で育っ
た子どもたちで、性格や能力も地元の子ど
もたちとは異なる多様な面を持っている。
永田の子どもたちは、勉強やスポーツの面
で都会の子どもたちと競い合うことで、お
互い切磋琢磨し、自分たちとは異なった価
値観や考え方に触れて、視野を広げ、コミュ
ニケーション能力を高めていく。また、地
元の子どもたちにとって永田の自然は、自
分たちが生まれたときから身近に存在して
いる、ごく「ありふれた」ものである。こ
うした豊かな自然の中で育った地元の子ど
もたちは、永田の自然のすばらしさや、そ
の中で遊べることの貴重性を自覚できる機
会は少ない。都会から来たかめんこ留学生
たちとふれあうことは、都会の文化、生活、
価値観を知り、自分たちの生活環境の良さ
を見直す良い契機となりうる。
　以上から、子どもたちは永田の豊かな自
然環境の下でのびのびとたくましく成長し、
地域の密接な人間関係、社会体験や里親宅
での自立的な生活体験からも多くを学んで
いる。また、地域の温かく相互協力的な人
間関係は子どもたちの心に大きな教育効果
をもたらしている。子どもたちへの「生き
る力」や「心の教育」が求められる現代で
は「かめんこ留学」において見られるいく
つかの要素、すなわち異文化交流と相互承
認の心の体験、家庭での自立的な生活体験、
高齢者を含む地域住民とのふれあい、学校
でのふれあいと豊かな人間関係などは子ど
もたちの心の成長に非常に大きな効果をも
たらしている。
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4.2.7 かつての子どもたちの暮らし

　永田地区でかめんこ留学制度が始まる前や里親が子ども時代の姿を探るために昭和 28
年生まれの女性 2人 (K.M.さん、M.H.さん)、昭和 26年生まれの男性 1人 (Y.O.さん)、
丸橋先生の旧友のK.S.さん (男性)にインタビューを行った。以下に主な内容を示す。

• 昔は親は畑作業で忙しく、子どもたちにはかまっていられなかったので、自分たちの
ことは自分たちでしなければならなかった。子どもたちも農作業にかり出され、一
人で店番をしていた。また、鶏や豚の世話も仕事だった。川で洗濯を終えた後で友
達と一緒に水浴びをするなど、遊びと手伝いを一緒にしていた。いすと机で勉強し
ているような子どもはおらず、家ではあまり勉強していることはなかった。親は忙
しくて子どもの勉強までは見ず、姉や兄が勉強を見てくれていた。姉は夕食の下ご
しらえをし、母親が帰ってきてから夕食の手伝いをしていた。ほとんど姉が親代わ
りみたいなものだった。

• インフォーマントの一人は屋久島の高校卒業後に大阪で就職し、昨年帰郷した。屋
久島を出るときに高校の先生が「屋久島は宝の島だ、誇りを持て。」と言ったのが強
く印象に残っている。当時は小中学校ともに各学年 2クラスずつあり、給食はなかっ
た。中学校では放課後に一時帰宅し、家の仕事を済ませてからクラブ活動に行った。
学校帰りに女の子は男の子に追いかけられることもあり、四辻のところで畑の草む
らや黄色のルーピン (ルピナス)の花畑に飛び込んで身を隠した。

• 集落の奥のテイテツ地区にはパルプ工場があり、そこで働く人たちの子どもがよく
転校してきたが、卒業前に別の学校に転校していく子も多かった。転校生が来ると、
みなわくわくして興味津々だった。迎えに行って数日で仲良くなった。テイテツの子
は足腰が強く、勉強は永田の子どもの方が出来た。何人かでテイテツの友達のとこ
ろまで遊びに行ったことがあるが、帰りは暗くて怖かった。猟師の捕ったシカが木
からぶら下がっていたりした。

• 永田川は今よりもっと深く、河口付近には水神様が居ると言って近寄らなかった。年
上の子どもたちから危険な場所などを教えられるうちに、自然に危険への対処の仕
方が身に付いた。川で泳ぐときは自分の名前の書いた札を川べりに置き、大人の監
視のもとで泳いだ。黄色い旗が出ているときは泳げなかった。川上には川が曲がって
いて深くなっている、デイゴというところがあり、たまに男の子が冒険心で泳ぎに
行っていた。デイゴには大きなゴマウナギがいた。男の子の同級生同士で土面川を
探検したことがある。川に並んでいる船の下を何艘潜れるか競争した。川の下で石
を抱えてどこまでいけるか競った。浜では女の子はスカートをまくって箱を持ちな
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がら貝拾いをした。海岸線を歩きながら灯台まで行ったこともある。人さらいに遭
うといわれたので浜には一人では行かなかった。

• 永田川の流れ船にいたずらをして、持ち主にこっぴどく怒られた。自分はでしゃば
りだったのでよくたたかれた。畑になっている甘くておいしい柿を盗ろうと川にも
ぐって畑の裏側にまわって盗ったことがあった。

• 岳参りのある日には「岳参りのおじゃる日やっどー」と近所を回る声がして、仲の
良い友達と何人かで誘って登った。十五夜では相撲や綱引きをしたが、自分は相撲
がとても強かった。綱引きでは相手集落のチームが電信柱に綱の端を結んで、いく
ら引っ張っても引き寄せられず、けんかになった。青年団は子どもたちが焼酎を飲ま
ないか見回っていた。戦後は引揚者が帰ってきたので永田にも人は多かった。

• 普段は別集落の子どもとはあまり遊ばなかった。昔は学校の近くや川の向こうの集
落には行きたくなかった。他の集落には家の用事で行くくらいでほとんど行くこと
はなかった。集落ごとに対抗意識があって互いに蔑称で呼ぶこともあった。

• 子どもたちにも色々なグループや派閥みたいなものがあった。家の近所の 4、5人で
遊んだ。友達の家に泊まることも多かった。道路はまだ未舗装で車もあまり通らな
かったのでメンコやカッタなどで遊んだ。先生の家にもよく行った。昔は先生もよく
ビンタをした。友達の家が床屋をしていたので漫画やギターがありたまり場だった。

• 鳥もちを自分で作ってメジロ、ツグミ、ヒヨドリなどを捕まえた。学校の昼休みに仕
掛けを見に行った。壊れた家具なども修理してまた使っていた。子どもには子ども
の世界というものがあって自分たちのことは自分たちでしていた。昔は子どもにも
しなければならない仕事がいっぱいあった。自分は豆腐売りをしていた。ライバル
が多く、同じような年の女の子が商売敵だった。自転車に乗って、携帯ラジオをつけ
て売りに行っていた。畑の横を通るときは携帯ラジオをつけていると、働いている
大人の人に後ろめたいので一度ラジオの音を切って通った。

• 今の子どもたちはパソコンなどはよく出来るが、手仕事などの技術の原点が身に付
いていないように思う。また、今の子どもたちには自立心が不足しているように感
じる。

まとめ

　昔の子どもたちは親の手伝いや下の子の
面倒見など、一家の労働も担わなければな
らず大変だったが、自然の中でたくましく
生活していた。現代のかめんこ世代の子ど
もたちも、都会で生活する子どもたちより
たくましいが、昔の子どもたちはより自然
を身近な遊び場としていたことが分かる。
こういった風景は永田地区だけでなく日本
中いたるところにあったものであり、子ど
もたちはその中でごく当たり前に自主性や
自立心、社会性、人を思いやる心などを身
につけていった。インタビューから見えて
くる昔の子どもたちの姿と今の永田の子ど
もたちを見比べてみると、過疎化、核家族
化、少子高齢化といった時代の変化の波は
やはり永田の子どもたちにも大きな影響を
与えているようである。
　調査中に意外だったのが、日常の遊びの
行動範囲が今の子どもたちより狭かったと

いうことである。遊びは近くの家の 4、5人
の子どもたちで集落ごとに分かれて遊ぶこ
とが多く、遊ぶ場所も家の周囲の道端で遊
んでいた。その点、今の永田の子どもたち
が集落をこえて、みな学校に集まって遊ぶ
のと対照的である。こうした子どもたちの
姿から昔はコミュニティの中心となる場が
集落のいたるところに広がっていた様子が
見て取れる。それが過疎化によって次第に
消滅していき、学校が地域全体のコミュニ
ティの中心として大きな役割を果たすよう
になってきたのである。こうした中で過疎
化がさらに進み、学校が廃校に追い込まれ
てしまえば、地域はどうなってしまうので
あろうか。地域にとって学校の存続問題は、
そのまま地域そのものの存続にも関わる深
刻な問題なのである。
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5 参加学生レポート、講師・チューターのコメント
5.1 石山 かほり

屋久島での FWを体験して
　今回のFW講座で、私は初めて屋久島を
訪れました。FW講座がなければずっと行
くこともなかったかもしれません。それほ
ど屋久島は私にとって遠い、意識の外にあ
る存在でした。私は東京で生まれ、旅行以
外で東京を離れたことはありません。だか
ら、屋久島を訪れる前は、島の人たちの生
活はほとんど想像がつきませんでした。「コ
ンビニがなくて不便そう、憧れもするけれ
ど、実際に生活するのは私には無理かもし
れない。」その程度の認識しかありません
でした。
　今思うと、我ながら浅はかな考えです。
コンビニがそんなに大事なのか、と問われ
てもしかたない。東京という町がいかに私
の視野をせばめていたかがよくわかります。
屋久島での体験は、自分が価値観でしかも
のごとを見られていなかったことを痛感す
るいい機会になりました。屋久島で出会っ
た人々、景色、そこかしこにいる動物たち。
すべてのものが新鮮で、東京にはないもの
でした。その中でも特に印象に残ったもの
をいくつか書き記しておきたいと思います。
　まず私が驚いたのは、屋久島の人々の政
治意識の高さです。屋久島には東京よりずっ
と、地方自治の精神が育っていました。永
田の人の多くが、地域の行政に大きな関心
を寄せるだけでなく、地域の住民が積極的
に町の将来を考えている。加えて、永田の
人たちは雄弁家です。まさに一人一人が永
田の将来を見つめ、そして昼夜議論しあう、
そういった力強い気概が永田を取り巻いて
いるようでした。東京ではまず考えられな
いことです。
　私は大学では政治学を専攻していますが、
国民の政治参加意欲というのは大きな研究
テーマのひとつです。民主主義において国
民の積極的な政治参加は何よりも重要な要
素ですが、日本人というのはどうも権威主
義的な国民性で、あまり地域議会の活動に
関心を示さない。けれど、そういったもの
は法律や行政でどうこうできるものではな
く、その地域に生きる人々の参加意欲が重
要になってくるものです。東京にいると、
残念ながらその意欲を感じることは困難で
す。だから大学で勉強をしていても、日本

人の国民性というのは所詮変えられないの
だというネガティブな捉え方から抜け出せ
ずにいました。
　しかし、今回永田で感じてきたのは、ま
さにそういった地域のパワーでした。実際
にそういった気概が日本に存在しているこ
と、そしてそのパワーを実体験として感じ
られたことは、私を大いに勇気付けました。
　その背景にあるのは、深い郷土愛と地元
への誇りです。郷土への愛、先祖代々受け
継がれてきた土地への誇りが、永田の人々
と話しているだけで伝わってきました。永
田の人々は本当に気持ちを言葉にするのが
うまい。永田の人々の話を聞いていると、
自分が忘れていた何か大事なことを思い出
せるような気がしてくるのでした。それは
きっと、人間なら誰もが持っている当たり
前の感情です。人の気持ちを考えるとか、
お年寄りを尊敬するとか、自分の正義を貫
くとか、そういったことだと思います。日
本人としてこうありたいと思うような道徳
感を守り、実行すること。昔はあった気が
するのに、今の自分たちには欠けているよ
うに感じるものが、屋久島ではまだ残って
いる気がしました。永田の人々は地元を誇
りに思い、そしてそこにいる人々を大事に
しているのがわかります。だから、永田の
人々の屋久島への思い、そして子供たちへ
の思いを話していただけた時は心から感動
しました。
　屋久島での風景もまた、感動的でした。
特に屋久島で見た夕日は忘れられません。
今までの中で一番壮大な景色です。沈んで
いく太陽と海を見ているだけで、地球を感
じることができました。夕日を見るだけで
自然の壮大さや、自分が自然の中で生きて
いること、同時に自分がすごく小さな存在
であること、小さいなりに何かやれるので
はないかという気持ちとにかくいろんな気
持ちが押し寄せてきて、今日に感謝し、明
日もがんばろうと思う。我ながら不思議な
ことを言っていると思いますが、あえて言
うならそういう感覚です。これも、都会で
はちょっと出来ない、素晴らしい体験でし
た。自然の神秘的な力を肌で感じてきてし
まいました。
　屋久島では本当に貴重な体験ができたと
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思っています。今まで書いたどれもが、都
会では絶対に体験出来なかったことでしょ
う。私がFWに参加したことで、屋久島の
人々から学んだことは数多くあります。私
はこのさきも東京に住んでいるでしょうが、
東京にないものを知ることで、私の東京生
活も変わって行けるだろうと思います。屋
久島で学んできた郷土愛の精神、人の暖か

さを忘れずに東京と向き合っていきたいで
す。また、そういった機会を私にくれた屋
久島に愛着を感じることで、東京中心の考
え方を払拭できるいい機会になりました。
あの雄大な自然を東京の中に見つけること
は不可能なので、折々でまたあの自然を感
じに屋久島を訪れられたらと思います。
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5.2 森口 文

永田のみなさん、お元気ですか。
　屋久島フィールドワーク講座中は、聞き
取り調査を中心に大変お世話になりました。
最初に永田地区に行って驚いたことは、永
田の人々が大変に元気で、話好きで、そし
て全くよそ者の私たちに心をオープンにし
てお話を聞かせてくださったことです。そ
れに由来するのだと思いますが、丸橋先生
は永田集落のことを「永田大学」と言って
いらっしゃいました。確かにその通りだな
と思いました。(永田の人々のお話は退屈な
大学の授業より興味が持てた、というのも
理由の一つですが。)永田の人々は「永田
大学」の教授として、理論的にかめんこ制
度の詳細についてお話をしてくださいまし
た。もともとはかめんこ制度が複式学級の
解消を目的として始められたこと、それを
支える永田の人々のエネルギーや教育への
高い関心、またかめんこを受け入れていらっ
しゃる里親たちの愛情、それらすべてがか
めんこや永田の子どもたち、しいては未来
の子どもたちを思ってのことだと知りまし
た。この制度を支えているのはやはり永田
地区の人々が子どもたちに常日頃から目を
掛け、気配りをしているからだということ
がわかりました。「人の子も わが子も同じ

永田の子」というスローガンは、それだけ
が一人歩きするのではなく、確実に内実を
ともなってこの地域で達成されているなと
いうことを感じました。
　里親たちのお話を聞いていて、まなざし
が非常にあたたかいことに驚きました。時
にかめんこの両親や子どもたちは病気や非
行を面接のときに隠すことがあっても、そ
れを理解し、かめんこと正面から向き合っ
ている里親たちの姿勢に感動しました。世
の中ではネグレクトや子どもに対する虐待
が叫ばれて久しいのに、永田ではそれとは
全く逆行した動きが進んでいると思いまし
た。そしてそれは子育ての根本に回帰する
ものだということを教わりました。
　また永田の子どもたちは、大変たくまし
く遊んでいました。川は流れが速く、海も
流れを持っている。山は険しく、天気はこ
ろころ変わる。こんな環境で遊んでいれば
自然と子どもはたくましくなるだろうなと
思いました。子どもたちは危険な場所を自
分たちで教えあいながら冒険に出かけてい
くようでしたが、そこには必ず大人の目が
ちゃんとあることが伺えました。子どもは
大人が見ていると安心して行動範囲を広げ
られると言われますが、永田では大人の目
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がちゃんと行き届いていて、それらが永田
の子どもたちの遊び場の多さを提供してい
るのだと感じました。
　実は私は永田に来るまで少し永田の子ど
もたちをかわいそうに思っていました。永
田は屋久島の西の端にあり、飛行場や港か
ら遠く、交通は不便なところです。そして集
落も三方を山に囲まれ、目の前は黒潮が流
れています。私はこの土地の子どもたちの
世界が狭く、そしてそのことが経験や将来
の可能性を狭めているのではないかと思っ
ていました。しかし、それは間違っていま
した。調査の途中で永田の子どもたちは集
落から見える海の先を見ている、というお
言葉を聞いてはっとしました。海は世界と
つながっているという地理的なことはもち
ろん、かめんこ制度によって全国から来る
子どもたちによって外の世界を知り、そし
て彼らとの交流をかめんこの期間が終わっ
ても続けることでさらに視野を広げている
のだということに気づきました。
　もちろんかめんこだって永田にいる数年
間でたくさんのことを吸収していきます。
それは永田の自然環境の良さだけではなく、
子どもが物事に敏感で刺激を受けやすいと
いうことがうまく合わさって生んでいる効
果なのではないでしょうか。少子化が進んだ
都会では大人が子どもに手を貸し過ぎ、そ
して可能性や行動範囲を制限するというこ

とが起きています。永田というフィールド
の中で自然とふれあい、いろいろな人と出
会うことは、人間的な成長をかめんこにも
たらしているのではないかと考えられます。
　最後に、私は現在大学で地理学を専攻し
ていて都市と農村の比較をしているのです
が、過疎は結局打開できないというのが私
の今までの考えでした。人口が減れば負の
スパイラルに陥って結局その地域は再生し
ないと思っていました。それは私の出身地
の福井県の田舎がそうであったのも起因し
ています。しかし、永田地区は過疎との闘
いをずっとしています。かめんこ制度はも
う 10年も続いています。それは亀の歩みで
はあるかもしれないけれど、確実な一歩で
はないかと思います。短期的では見られな
い効果が、10年後、20年後に現れることを
期待しています。そしてこの制度が屋久島、
そして日本の過疎地域で受け入れられるよ
うになれば、私は日本の過疎の社会に、日
本の教育に変化が見られるのではないかと
思います。
　お話を聞かせてくださった永田集落のみ
なさん、そして 1週間一緒に活動した丸橋
先生、チューターの松原さん、そしてヒト
班の石山さん、上敷領くん、久保さんには
大変お世話になりました。たくさんのこと
を考えることのできる講座であったと思い
ます。本当にありがとうございました。
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5.3 上敷領 俊晴

　「屋久島でフィールドワークの研究を体
験してみませんか?」そんな掲示をみたのは
確か 6月の初め頃だったと思う。たまたま
用事があって訪れていた市外の別の大学の
掲示板で、通りがかりに偶然目にしたのだ。

「屋久島か、そういえば鹿児島に住んでいる
のに一度も行ったことなかったなあ。フィー
ルドワークっていうのもおもしろそうだし、
応募してみようかな。」そう思って締め切り
日をみてみると、あと一週間ほどしかない。
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ちょうど中間試験の勉強やレポート作成に
追われている時期である。課題作文までは
手が回らないだろうと一度はあきらめた。
だが、なんとその日の晩、はしかが流行し
ているためうちの学部も明日から休みだと
いう連絡が入ったのである。試験もレポー
トも延期、折良く急に時間の余裕ができた
ことに何か運命的なものを感じ、一気に 4
つの課題作文をしたためてメールで送った。
　「人と自然」班を第一希望に選んだのは、
フィールドワークを通して島の人々と深く
触れ合えると思ったからである。理系学部
なので調査テーマとしては、むしろサル、
シカ、植物班の方に興味があったのだが、
僕は昔から自分が興味のない方面に興味を
持ってしまうという悪い癖があるので、こ
うした、社会学系の調査にもふれてみたい
と思ったのである。
　フィールドワークという調査技法自体、
今まで経験したことがなかったので、苦労
することや分からなくなることも多かった。
だが新たな発見や驚きもあり、フィールド
ワークのおもしろさも味わうことのできた、
貴重な一週間だったと思う。
　調査の舞台となった永田地区は人口 552
人の小さな集落で、豊かな自然に囲まれた
美しい所である。人々は皆、明るく親切で、
何より話し上手。インタヴューの時もとて
も熱心に話してくれ、不慣れな自分にはと
ても助かった。苦労したのはメモの取り方。
話をそのまま書き写すわけにもいかないの
で、内容をかいつまんで、要領よくまとめ
なければならない。どの情報が役に立つの
か、その情報は何を意味しているのか、そ
の場で素早く判断するのはとても難しかっ
た。一見、何の関係もないような情報でも、
後から見直してみると他の人からの情報と
つながっていたり、何かの裏付けとなって
いたりすることも多かった。どんな些細な
情報でも、なるべくメモをとるように心が
けたが、聞き漏らしや勘違いなどもあって、
後からデータをまとめ上げる段階になって
班のメンバーともめてしまうこともあった。
また、インタヴューした人たちの立場や利
害関係の違いなどから、インタヴューの内
容に矛盾や食い違いが生じていることも多
かった。誰の話が本当なのか、どの情報が実
情に一番近いのか、まるで芥川の小説『藪
の中』を読んでいるようで、もつれた糸を
解きほどくように、それらの矛盾や食い違
いを自分の中でうまく説明づけるのは大変

だった。
　インタヴューしているとき、メモをとっ
ているときに新たな問題が浮かび上がって
くることも多かった。それらの問題を秩序
立てて整理し、つじつまが合うようにうま
く組み立てていくと、根本となっている問
題設定そのものも、それに合わせてうまく
設定し直さなければならない。今まで研究
というと簡単な実験や文献調査といったも
のしか経験してこなかった自分にとって、
これは非常に奇妙な体験だった。目的や課
題設定をはっきりさせてから調査をするの
が当たり前だと思っていたのに、ここでは、
調査をしてから目的や課題が浮かび上がっ
てくるという、いわば、逆転の現象が起き
ていたのである。はじめは「うーん、こんな
んでいいんだろうか」と疑問に思っていた
が、後半になると、だんだんその出たとこ
勝負的な姿勢にむしろフィールドワークの
醍醐味を感じ始めていた。つまりはフィー
ルドワークとは、まずは現場に入ってみて、
そこにある人や物や生活を実際に体験して
みよう、そうすることで課題や問題がだん
だん見えてくるようになるはずだというこ
となのである。
　他にも苦労したこと、大変だったことは
いっぱいあったが、それらはすべてフィー
ルドワークとはいかなるものなのか、とい
う事を教えてくれるよい材料になったと思
う。それにフィールドワークを学ぶことを
通して、いかに自分が現象に縛られ、物事
の表面だけしか見ていないか、いかに物事
の本質を捉えきれていないのか、というこ
とを痛感させられた。そういう意味では、
学問という活動の原点を味わうことができ
たと思う。実際、フィールドワークの手法
をどれだけ身に付けることができたかとい
えば、おそらく少しも身に付いていないと
いうのが実情だと思うが、今回の講座で自
分は、単なる知識や体験以上のもの、今後
の人生の糧となるものを得ることができた
と思う。
　屋久島に来る前は、お金や時間に追われ
て、結構、過酷な (?)日々を送っていた。正
直に言うと、当座の資金の目途が立ったの
で今年の夏はどっかに遊びに行きたい、と
いう旅行気分も大きかった。もっと正直に
言うと講座の前日 (当日?)もバイトという
惨状だったので、いきなりはじめから少々
バテ気味だったのだが、永田の浜辺で波と
戯れたり、小学校の子供たちとドッジボー
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ルをしていると、なんだか心癒され、生き
る力が湧いてくるようだった。特に永田か
らの帰りに見た夕日は本当に美しかった。

「また見つけた。
何を?
永遠。
太陽と溶け合った海のことさ。」

　というランボーの詩の一節がぴったりだ
った。
　実際にフィールドワークができたのは 5
日間という短い間だったが、期間中、永田
集落のいろいろな人たちに出会い、お話を
伺うことができて、観光で来ていたら絶対
に味わうことができなかったようなとても
貴重な体験ができた。丸橋先生が「永田の
人たちはみんな自由人なんだよ」というこ
とをおっしゃっていたが、本当にここの集
落の人々はそれぞれが自分の考えを持ち、
何にも束縛されずにのんびりと生活してい
るように感じられた。永田の人たちの素朴
な生活や暮らしぶりに接していると、まる
で人間の生活の原点が映し出されているよ
うで、とても印象的だった。便利で裕福だ
が、いつも忙しさに追われている都会での
生活と、不便で収入も少ないが、のんびり
と心豊かに過ごすことができる田舎での暮
らしはどちらが人間として幸福な生き方な

のだろうかと、ふと考えさせられた。
　中国の古典、「老子」の中には理想の国の
形として、「小国寡民」という言葉がある。
「国が小さくて住民が少なければ、人々は過
剰な知識や欲を持たず、衣食住すべてに満
足して、他の地域へも行きたいとは思わな
い。」という意味だ。講座期間中、永田に
行くたびに、その言葉がいつも頭に浮かん
でいた。
　今回のフィールドワークでは全国からこ
の講座に参加した学生や先生方との出会い
も大きな刺激になった。特に先生方は皆さ
ん、それぞれの専門分野で長年、活躍され
てこられた方々で、お話は大変参考になっ
た。皆さん個性的でキャラの強い方々で、朝
食や夕食のときに交わす取り留めのない会
話もとても面白かった。機会があれば、今
度は「屋久島に生息するフィールドワーク
研究者の生態」なるフィールドワークも企
画していただけたら面白いと思う。
　最後に、この講座を主催していただいた
上屋久町役場の皆さん、調査に協力してい
ただいた永田の人々、いろいろとご指導い
ただいた先生方、そして一緒に頑張った仲
間たち、すべての人々に感謝の意を述べ、
僕のつたない感想を終わりたいと思う。一
週間という短い間でしたけれども、とても
楽しくて、貴重な体験が出来ました。本当
にいろいろとありがとうございました。
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5.4 久保 奈都紀

　私の住んでいる鹿児島県内の小学校の半
数以上が僻地といわれています。しかし、
私は僻地の学校の現状をあまり知りません
でした。また友達が一年間山村留学したこ
とがあったので、そういう制度があること

は知っていましたが、それぞれ募集してい
る場所でネーミングが異なり、事業内容も
様々であることを今回初めて知りました。
鹿児島の教育現状を知るいい機会と思い私
はヒト班を希望し、永田に 1週間のかめん
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こ留学をさせていただきました。
　今回、一番印象に残っている事は、初日
にかめんこ留学という名前の由来について
地元の中学生の男の子が教えてくれた言葉
でした。『かめんこ留学のかめんこのは、亀
の子どものことなんだ。ここ永田はね、日
本で一番多くのウミガメが産卵する場所な
んだよ。そしてここで生まれた子ガメたち
はアメリカやメキシコまで行って、成長し
て親亀になって、また生まれ故郷の永田の
浜に戻って来るんだ。だから、留学生にも、
また永田に戻ってきて欲しいなという願い
を込めてあるんだよ。』笑顔で話してくれ
た、その子の言葉に鳥肌が立つほど感動。
また、次の日には校長先生のご好意により、
ウミガメ放流という貴重な体験までさせて
いただきました。あんなに子ガメが出べそ
だなんて…という驚きつつ、中学生達と一
緒に横一列に並んで放流。果てしない大海
原に向かって、小さな小さな体で懸命に手
足をばたつかせて挑んで行く姿は、なんと
も弱々しく…無事に永田の浜辺に帰ってき
てほしいと願わずにはいれなかった。
　今回は突然のインタビューやお願いにも
関わらず、多くの方々が協力してくださり、
様々な視点から『かめんこ留学』について知
る事ができました。どの立場の方にも永田
地区から学校をなくさないという強い思い
が根底にあることを知り、学校の存在って
大事なんだなと思いました。いつもそこに
あるのが当たり前のように感じてしまうも
の、それはなくなるかも知れない、失うか
もしれないと分かった時に人は途方にくれ
る。それは学校だったり、自然だったり…そ
こからの行動は人それぞれ。過疎という現
状で、もう人数も少なくなったんだし、統
廃合は仕方ないよね…時代の流れだしね。
とそこで諦めるという道もなかった訳では
ないと思う。しかし、永田の方たちは、学
校がなくなったら寂しい、どうにかしよう
と思って地域主体の留学制度を始めた。こ
の実行力はホントに素晴らしいものだと思
うし、永田地区の財産のように思えました。
永田を車で通ると『過疎が進んでいる』と
聞いていましたが、家は部落ごとに密集し
ているし、あまり感じないなと思っていま
した。しかし、いざ道で会った方にインタ
ビューしようと思って、路地を歩いてみる
と、全然人に出会わず、1時間近くブラブラ
するはめになってしまい、その時に人がい
ない!というのは強く感じました。かめんこ

留学で子ども達がいる時と、夏休みでかめ
んこ達が帰ってしまうと、路地に子どもの
声が聞こえなくなって寂しいよねとおしゃっ
ていた方もいたので、かめんこの存在は大
きいようです。もう学校に縁がなくなった
方でも、かめんこの事は知っていて、里親
になっていたりと学校存続のために活躍な
さっていて、永田地区全体の教育に対する
熱心な雰囲気を感じました。20年以上前か
らある「人の子も 我が子も 同じ永田の子」
というスローガンも、この地区だからこそ
ズット受け継がれているのでしょう。
　かめんこ留学制度は私達がインタビュー
した子どもにもすごく影響している事も分
かりました。毎年半数近くの学校の友達が
替わるけれども、もう 10年も続いていると
いう事もあり、子ども達には受け入れ態勢
というものが出来ていてすぐ友達になるし、
この状況をしっかりと理解し楽しんでいる
ようでした。私は小学 2年生の時に転校し
て新しい学校に来た時、一人女の子が声を
かけてくれた事は今でもスゴク鮮明に覚え
ています。そんな声をかけてくれる子が永
田にはたくさんいて、友達の輪がどんどん
広がっていくんだろうなと感じました。私
達が行ったときは夏休みで、去年の留学生
が遊びに来ていた。留学生は永田での生活
は居心地の良いものであったから、戻って
きたのだろう。永田の子は、僕達は全国に
友達がいるんだよと嬉しそうに教えてくれ
ました。永田の子ども達は屋久島という日
本の南の島に住んでいながら、目は世界に
向いていた。外から入ってくる色々な刺激
に触れているからだろうなと思いました。
　この 1週間で、すっかり永田の人柄に触
れ、土地の魅力に惹かれ、離れなくなりそ
うだなと感じています。屋久島に来る流れ
があって、みんな屋久島に来ているんだろ
うなという話を丸橋先生として、笑ってし
まいました。なぜか屋久島に呼ばれている
気がするんです。根拠はありません。でも”
神秘の国”屋久島には、人を惹きつけて離さ
ない力があるのは確かです…
　現在、私は教育学部で小学校の先生を目
指して勉強しています。教師という仕事は、
子ども達より長く生きている分だけ自分の
知っている事を子どもに教えて、子どもの
成長を近くで見守る事ができる。と同時に、
子ども達から色々な事を学んで自分自身も
成長できると思うから。ここ永田では、地
域の方にも育てていただけると感じました。
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ぜひこれからは、初任地永田という思いを
胸に学校生活を過ごしていきたいです。
　今回はボランティア係という立場での参
加だったのですが、しっかりFWに参加させ
ていただき大変申し訳なかったのですが…

たくさんの事を考えさせる機会になりまし
た。観光として訪れては知る事のできない
屋久島を見る機会を与えてくださった全て
の方に感謝いたします。本当にありがとう
ございました。
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5.5 丸橋 珠樹

屋久島 FWに参加して
　丸橋が「人と自然」班の講師として、永
田集落をフィールドとして活動するのは、
2006年度が最初で、今回 2007年度が第 2
回目となります。1973年に初めて屋久島を
訪れてから、もう 35年足らずになります。
学生のレポートにありましたが、私にとっ
ては、青春時代を過ごした場所であること
よりも「大学」だったとの思いが強くあり
ます。社会や人間について、本当の意味で
リアリティーをもって考え対処していく手
がかりを得た場所でした。つまり、沢山の
人間と出会い、語りあった場所だったとい
うことです。豊かな、心に残る出会いを、よ
り意義あるものにしてくれたのが永田を取
り巻く自然環境であったことはいうまでも
ありません。
　フィールドワークのモットーは「目から
鱗」という言葉でしょう。人と出会い、人
が語り出す言葉によって「目から鱗」が剥
げ落ちるように感じることができるのが、
フィールドワークの醍醐味でしょう。人は、
偏見に満ち溢れているものだと実感し、謙
虚に人々の言葉に耳を澄ますことができる
ようになりたいものです。こうした「目か
ら鱗」の体験をしたことが、学生のレポー
トの端々に感じられるのは、講師としてう
れしく思います。永田に最初に訪れた頃と
比べて、だんだんと通い慣れた場所となり、
心が変化し、態度も変化していったことを読

みとれます。欲を言うと、この屋久島フィー
ルド講座の活動の成果として、すべての参
加者が、これから出会ういかなる事柄にも、
自らが鱗を目から剥ぎ落とすような、心と
世界との関わりを創りだしていって欲しい
と願っています。
　昨年度は、こども時代の遊びを男女、3世
代にわたって聞き、屋久島永田の自然や社
会の変化と遊びの変化との関係を探るとい
うテーマを設けました。学生レポートの結
論にもありましたが「こども時代は、いつ
も楽しい」と素直に感じ取れる永田集落で
の聞き取りでした。ひるがえって、大都会
のこどもたちの息苦しさを思うとき、環境
のもつ意味はやはり重要です。今年は、夕
陽を見る機会を毎日設けるように、意図的
に努力してみました。大地と空と海と宇宙
とが出会う瞬間を何度もみることを経験し
て欲しかったのです。雄大な景色と劇的な
時間の変化は、心を洗ってくれるものです。
　フィールドワークに準備不足はありがち
なことです。過不足無い準備よりも「出た
とこ勝負」とでもいうべき底力を、若い時
代には身につけるようにと願っています。
その勝負を支えているのが語る力であり、
永田の方々が「こどもとでも、話せばわか
る、わかりあえるまで話し合う」という揺
るぎ無い信念を学生に伝えてくださったこ
とを本当に感謝いたします。
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5.6 松原 幹

屋久島 FW講座永田大学にて
　私は 1995年から西部林道でサルの調査
を始め、ちょうど今年で干支がひと回りし
ました。当時、浜町の町営住宅にお住まい
の田畑裕子教頭先生とそのお母様に大変お
世話になり、このお二方を通じて永田の運
動会 (とその後の飲ん方)に参加し、みかん
山でポンカン収穫や除草のお手伝いをささ
やかにさせていただいたり、美味しい手作
りお惣菜や野菜を頂いたりと、永田の方々
に支えられた幸せな調査生活を送ることが
できました。田畑先生には今回のテーマに
「かめんこ留学」を選ぶきっかけと足場をい
ただきましたことを感謝しています。
　昨年のFW講座から、私がお世話になっ
た屋久島の素晴らしさを若い学生に伝える
機会を得てサルとシカの調査方法を教え、
今年は丸橋先生から永田での人類学調査を
教える助っ人にとお声をかけていただきま
した。丸橋先生の世代と永田の方々との深
いお付き合いは、私たちの世代に古き良き
時代の伝説のように口伝されていましたが、
私はそこまで豪放磊落なお付き合いまで至
っていませんでしたので、当初は何を教え
たら良いものかと少々戸惑いを覚えていま
した。
　しかし、さすがは丸橋先生たちを育てた
“永田大学”。「かめんこ留学」に関わる大
人も子どもも大変議論上手で、ひとりひと
りが確固たる意見を情熱的に語る力にみな

ぎっています。永田の方々の話に飲まれ気
味だった学生たちも永田の方々に日々感化
されてか、次第にインタビューで積極的に
発言するようになっていきました。「かめん
こ留学」について学ぶと同時に、かめんこ
さんのように永田の方々に育ててもらう姿
を見てながら、私も学生同様に永田の方々
から人に教える心の大切さを学ばせて頂き
ました。どの方の話もおもしろく、サル調
査をしていた時にもっと永田の方々と飲む
機会を作れば良かったと大変残念に思いま
した。
　永田の方々の堂々と相手と向き合って話
し合う姿勢の根元には、相手への思いやり
と信頼が息づいているようにみられました。
この素晴らしい気質は都市の教育環境では
残念ながら不足しがちで、そのような環境
にいる子どもは発言することを怖れ、他者
の言葉に怯えるようになります。しかし、
世間の荒波への自己保身を覚えるのは小中
学生 (大学生も)には早過ぎ、それより話し
合いをあきらめない心根の強さと相手を思
いやる心、それらを安心して身につけられ
る教育環境が子どもたちには必要です。そ
の実績がある永田の社会・自然環境の重要
性と必要性は、今後も増していくことにな
ると思います。かめんこ留学を支える永田
と屋久島の将来を考えるすべての方々に尊
敬と感謝をもって、学生さん共々学んだ事
を将来に活かすことを願っています。
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6 謝辞と参考資料
謝辞

　今回の屋久島フィールドワーク講座では、永田集落の方々や永田小中学校の教育現場に
関わった方々、かめんこ留学生とそのご家族、栗生小中学校の先生から山村留学制度につ
いて聴き取るという調査方法を行いました。数多くの方々からお話を長時間お聞きするこ
とができ、また、私たち学生に温かく親切に対応していただき、感謝いたします。
　かめんこ留学に関わる様々な方々にお話を聞きたいとの私たちの要望を受けて、かめん
こ留学実施委員会の方々や柴勝丸さん、大牟田幸久さんにインフォーマントの選定と日程
のアレンジをしていただきました。本当にありがとうございました。特にお話を直接お聞
きすることができました以下の方々にはお名前を順不同で列挙して感謝いたします。大牟
田りよ子、大牟田幸星、柴克也、松田幸夫、松田勝弘、川崎和彦、今村よつ子、千切須奈
子、日高美智雄、宮下正剛、寺前加奈子、柴甲十朗、鎮守里帆、鎮守こうへい、日高多恵
子、日高春代、岩川かつ子、柴茂都子、岩川いづみ、牧富士雄、柴勝丸、正木亜沙子、林
文子、田中睦美、留末優一、大塚健二、河野楓斗、宮崎隆行、正木航太、森一代、日高真
弓、大牟田幸久の方々です。
　永田でのインタビューや移動時に、冷たい飲み物や手作り料理でもてなしていただいた
こともありました。永田では見慣れぬ私たちが小中学校や路地にお邪魔した際にご不審を
抱かれた方には心よりお詫び申し上げます。突然の立ち話やその他の機会に多数の方々か
ら教えていただいたことも多々ありましたことを併記して感謝いたします。また、屋久島
フィールドワーク講座を企画運営していただいた上屋久町の方々、また直接指導をしてく
ださった先生方、あるいは私たちが知らない所で、この企画を支えてくださっている方々
にも感謝を込めて、今後も屋久島フィールドワーク講座の継続と発展を願っています。
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• 「永田小学校百周年記念誌」永田小学校百周年記念誌編集委員会、1983年

• 永田のあれこれー 1960社会科郷土資料, 牧善一, 1960年
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